
時
国
健
太
郎
家
文
書
目
録
凡
例

一
、
本
目
録
は
、
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
九
七
年
の
問
に
行
わ
れ
た
時
国
健
太
郎
家
文
書
調
査
に
基
づ
く
編
年
目
録
集
で
あ
る
。
同
家
の
文
書
は
、
そ
の
採
訪
時
期

に
よ
っ
て
第
一
次
か
ら
第
四
次
、
第
四
次
（
補
遺
）
ま
で
に
区
分
さ
れ
て
い
る
が
、
本
目
録
は
そ
れ
ら
を
す
べ
て
編
年
順
に
並
べ
替
え
て
刊
行
す
る
も
の
で
あ

る。

二
、
同
家
文
書
の
第
一
次
か
ら
第
四
次
（
補
遺
）
ま
で
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
次
採
訪
文
書

第
二
次
採
訪
文
書

第
三
次
採
訪
文
書

第
四
次
採
訪
文
書

一
九
五
二
年
1
一
九
五
三
年
に
か
け
て
、
渋
沢
敬
三
を
中
心
に
実
施
さ
れ
た
九
学
会
連
合
の
奥
能
登
調
査
を
機
縁
に
採
訪
さ
れ
た
古
文
書
。

同
氏
が
顧
問
を
務
め
て
い
た
財
団
法
人
日
本
常
民
文
化
研
究
所
で
は
、
当
時
、
水
産
庁
の
委
託
を
受
け
て
全
国
の
漁
業
制
度
資
料
調
査
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
資
料
収
集
の
一
環
と
し
て
、
宮
本
常
一
が
一
九
五
二
年
に
借
用
し
た
も
の
で
、
一
九
五
五
年
ま
で
に
筆
写

・
返

却
を
終
え
て
い
る
。
第

一
次
採
訪
文
書
は
、
同
研
究
所
よ
り
『
奥
能
登
時
国
家
文
書
』
（
時
国
復
一
郎
家
文
書
）
全
五
巻
と
し
て

一
九
五

四
i
一
九
五
八
年
に
問
書
院
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

、．
J
－－A
 

，e
‘、

一
九
五
二
年
二
月
に
閑
じ
作
業
の
継
続
と
し
て
、
宮
本
常
一
が
借
用
し
た
古
文
書
で
、
諸
般
の
事
情
か
ら
未
整
理
の
ま
ま
研
究
所
に
残
さ

れ
た
も
の
。
一
九
八
五
年
以
降
始
ま
っ
た
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
に
よ
る
、
調
査

・
研
究
の
過
程
で
虫
損
等
を
補
修
の
上
、

一
点
ず
つ
整
理
を
行
い
一
九
九
四
年
ま
で
に
返
却
を
終
え
た
。

『
輪
島
市
史
』
編
纂
に
と
も
な
う
調
査
の
際
に
見
出
さ
れ
た
も
の
。
こ
の
う
ち
一
三
点
が
同
資
料
編
第
二
巻
（
一
九
七
二
年
刊
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
所
で
は
、
一
九
八
七
年
に
こ
の
文
書
を
借
用
し
、
補
修
・
封
筒
詰
め
整
理
を
行
っ
た
の
ち
、
一
九
八
九
年
ま
で
に

全
て
を
返
却
し
た
。

一
九
八
五
年
よ
り
本
研
究
所
が
行
っ
た
調
査
の
中
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
文
書
。
近
世
文
書
（
襖
下
張
り
文
書
と
絵
図
を
除
く
）
に
つ
い

て
は
、
一
九
九
四
年
ま
で
に
整
理

・
返
却
を
終
え
た
。



第
四
次
（
補
遺
）
採
紡
文
書

探
訪
出
町
、
本
研
究
所
で
は
「
古
シ
蔵
」
と
呼
称
し
た
、
時
国
家
味
噌
臓
と
、
時
国
家
母
屋
に
管
理
・
展
示
さ
れ
て
い
た
史
料
群
。

三
、
文
書
の
配
列
は
基
本
的
に
編
年
順
で
あ
り
、
次
に
年
来
詳
の
も
の
を
配
置
し
た
。

但
し
、
改
元
の
年
に
は
、
次
元
号
と
の
重
複
が
あ
る
が
、
月
日
が
判
明
し
て
い
る
史
料
を
優
先
し
て
配
置
し
た
た
め
、
目
録
中
に
一
見
号
が
混
在
し
て
い
る
場
合

が
あ
る
。

四
、
年
末
詳
分
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
優
先
順
位
に
従
い
配
鑑
し
て
い
る
。

ー
、
月
日
の
判
明
す
る
も
の

2
、
月
の
判
明
す
る
も
の

3
、
日
の
判
明
す
る
も
の

4
、
年
月
日
の
判
明
し
な
い
も
の

( 2) 

豆
、
目
録
記
載
事
項
は
、
年
代
（
和
磨
、
年
月
日
関
）
、
綴
題
、
作
成
、
宛
名
、
形
態
、
現
状
、
法
品
晶
、
備
考
、
文
書
品
世
田
万
で
あ
る
。

（1
）
「
年
代
』
の
記
載
は
原
則
的
に
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
年
代
は
基
本
的
に
史
料
に
紀
さ
れ
た
最
も
古
い

Ffぢ
を
記
載
し
て
い
る
。
縦
帳
、
機
級
、
綴
等
で
、
作
成
年
が
複
数
年
に
わ
た
っ
て
い
る
場
合
に
も
問
機

で
あ
る
。

＠
史
料
中
の
文
言
な
ど
か
ら
年
見
方
が
推
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
年
月
日
の
後
ろ
に
『

③
『
月
」
欄
の

O
で
図
ま
れ
た
数
字
は
閥
月
を
表
す
。

＠
そ
の
他
特
殊
な
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
備
考
に
注
記
し
た
。

」
を
記
入
し
た
。

（2
）
『
擦
問
題
」
の
記
載
方
法
は
原
則
的
に
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
原
史
料
に
線
路
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
記
載
し
た
。

②
①
の
み
で
は
内
容
が
判
然
と
し
な
い
場
合
に
は
、
（
）
内
に
内
容
を
簡
略
に
示
し
た
。

③
標
題
の
な
い
史
料
に
つ
い
て
は
、
内
容
の
み
〈
）
を
付
し
て
略
記
し
た
＠

（3
｝
『
作
成
』
、
「
宛
名
」
の
記
械
は
原
則
的
に
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
作
成
者
や
宛
名
が
複
数
の
揚
合
に
は
、
そ
の
問
を
「
、
」
で
区
切
っ
た
。

②
住
所
と
氏
名
が
改
行
さ
れ
て
い
る
、
も
し
く
は
同
一
行
で
あ
り
な
が
ら
明
ら
か
な
区
分
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
一
文
字
分
の
空
白
で
示
し
た
。

＠
印
文
が
判
裁
で
き
る
場
合
、
「
備
考
」
欄
に
注
記
し
た
。

＠
作
成
者
印
な
ど
の
印
形
が
判
明
す
る
場
合
、
丸
印
は
（
印
）
、
角
印
は
〔
印
］
で
表
記
し
た
。

⑤
印
色
が
朱
・
茶
等
で
あ
っ
た
場
合
、
丸
茶
印
は
｛
茶
印
）
、
角
朱
印
は
｛
朱
印
］
等
と
し
て
表
記
し
た
。
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（5
）
「
現
状
」
は
調
査
時
点
で
、
破
損
、
欠
落
が
あ
っ
た
も
の
を
注
記
し
て
い
る
。

（6
）
『
数
量
」
は
基
本
的
に
1
点
ご
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
史
料
の
内
容
か
ら
例
外
的
に
数
点
一
括
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

(3) 

（7
）
『
法
量
」
は
、
調
査
時
点
で
計
測
し
た
も
の
で
あ
る
。

（8
）
「
備
考
」
に
は
こ
の
他
、
飼
査
に
よ
る
観
察
等
で
得
ら
れ
た
情
報
、
ま
た
脇
村
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（
鋪
漢
書
、
継
目
－
w現
印
な
ど
｝

を
記
載
し
て
い
る
。

〈9
）
文
書
番
号
は
、
最
初
に
採
紡
次
、
次
に
文
書
番
号
1
1
4を
記
縦
し
た
。

①
第
一
次
に
つ
い
て
は
、
基
本
約
に
『
奥
能
登
時
国
家
文
書
』
（
時
国
復
一
郎
家
文
書
）
に
記
品
服
さ
れ
て
い
る
文
書
番
号
に
よ
っ
て
い
る
。
但
し
、

ロ
写
真
か
ら
複
数
文
書
で
あ
る
と
い
う
判
断
が
可
能
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
適
宜
枝
容
号
を
織
や
し
た
。

②
第
二
次
か
ら
第
四
次
は
、
採
紡
次
ご
と
に
、
編
年
順
に
並
ペ
た
も
の
に
番
号
を
付
与
し
、
袋
な
ど
で
史
料
が
一
目
指
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
子
番
号
、
孫

番
号
：
・
と
階
隠
帽
を
渇
や
し
て
い
る
。

マ
イ
ク



六
、
目
録
中
の
・
は
、
異
体
字
、
屋
号
な
ど
、
活
字
と
し
て
蒋
現
出
来
な
か
っ
た
文
字
や
飽
号
を
察
し
、
そ
の
後
明
は
『
備
考
』
欄
に
記
載
し
て
い
る
。

七
、
目
録
中
の
口
、
〔

］
は
文
字
欠
を
表
す
・
口
は
文
字
数
の
明
ら
か
な
も
の
、
〔

］
は
文
字
数
が
不
明
な
も
の
で
ゐ
る
。

八
、
全
て
の
官
晴
樹
例
に
お
い
て
、
捻
測
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
空
白
文
字
を
袋
す
口
、
も
し
く
は
〔

］
の
後
に
（
i
iカ
｝
と
注
閉
山
し
た
・

九
、
史
料
一
点
に
つ
い
て
、
梱
側
外
に
通
し
番
号
を
付
し
た
・

歴
代
当
主
名
は
次
の
通
り
で
あ
る
・

内
出
国
主

v

藤
左
衛
門
、
次
郎
兵
衛
、
事
左
衛
門
（
三
＋
郎
）
、
長
左
衛
門
、
徳
左
衛
門
、
十
歳
、
お
篤
助
、
右
京
緒
、
采
女
祐
、
左
門
〈
右
京
助
）
、
南
太
郎
、

復
一
郎
、
恒
太
郎

(4) 


